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日本にある様々な地震対策

（コージーハウジング株式会社より）



免震ってどんな構造？

（株式会社マテリアルリサーチより） （株式会社ブリヂストンより）



なぜゼリーなのか

・埋立地のように水分の多い土地を

ゼリー化し免震構造を築くことができる

・制作が簡単



日本で考えられている地震対策

「ゼリー免震都市構想」
（大林組）



ゼリー免震都市構想

（大林組より）

→ゼリーの詳細な条件の記載は見られなかった。
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免震に適したゼリーの条件を見つける
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ゼリーには免震効果があるのか
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ゼリーには免震効果があり

分厚くゼラチンの濃度が低い
ゼリーが最適である



ゼリーには免震効果があり

分厚くゼラチンの濃度が低い
ゼリーが最適である



積層ゴム(合成ゴム)で免震ができる理由
↓

弾性力がある

ゼリーにも弾性力がある



ゼリーには免震効果があり

分厚くゼラチンの濃度が低い
ゼリーが最適である



(建物の振幅) (地震の振幅)＝ ✕

＝

共振周波数

ばね定数

地震の周波数

建物の質量

ばね定数( )が小さい 建物に伝わる揺れが小さくなる→





濃度が低く
分厚い ばね定数が小さく、変形しやすい→



仮説

ゼリーには免震効果があり

分厚くゼラチンの濃度が低い
ゼリーが最適である
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揺れの大きさ

横軸…時間〔s〕 縦軸…加速度の絶対値〔m/s^2〕

大...1.21V小...1.01V
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基準の揺れ 建物の揺れ

基準の揺れ

−
✕100（％）

減衰定数（値が大きい→免震効果あり）

積層ゴムの減衰定数...10〜20%
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結果のまとめ
ゼリーの厚さと減衰定数
に関係は見られず

全ての濃度のゼリーで

減衰定数がマイナス

ゼリーに免震効果はなく

揺れを大きくしている
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結果のまとめ
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30％
→比較的、減衰定数が大きい

5%
→より揺れを大きくしている
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仮説

ゼリーには免震効果があり

分厚くゼラチンの濃度が低い
ゼリーが最適である



考察
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水分が多く建物とゼリーが

滑ってしまったのではないか
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①合成ゴムで同様の実験
今後の展望

合成ゴム



②縦波で同様の実験

今後の展望
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揺れの大きさ

横軸…時間〔s〕 縦軸…加速度の絶対値〔m/s^2〕
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